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ネットワークスライシ
ングの可能性を探る

立ち上がりつつあるN S（N e t w o r k 
Slicing）のユースケースとエコシステム
は、  2030年までに通信事業者に 約2,000
億ドルの収益をもたらすと予想されていま
す1。収益の大半は、医療、政府、運輸、エネ
ルギー・公益事業、製造、メディア、エンター
テイメントなどの業界からもたらされること
でしょう。

NSは、  5G SA（Standalone）と5Gコア
ネットワークのハイレベルの自動化を活
用して、よりカスタマイズされた接続体験
を可能にし、新サービスのT T M（T i m e -
To-Market）を大幅に短縮します。プロダ
クトオーナーはNSにより、企業、アプリ開
発者、消費者の需要の高まりに応じて新
しいサービスを提供できるようになりま
す。
通信事業者にとって、NSは 5G SAを収益
化し、よりカスタマイズされたサービスを顧
客に提供する上で重要です。NSを使うこと
で、企業向けに、導入と保守が複雑で高コ
ストかつ行政当局の許可が必要なプライ
ベートネットワークソリューションを要せず
に、カスタマイズされた専用サービスを迅
速に提供できます。消費者向けには、プレミ
アムサービスとよりユニークな体験を提供
できます。 

成功するネットワークスラ
イシング戦略を定義する

NSを成功に導くには、強固なビジネス戦
略を基盤としなければなりません。この戦
略には、現在および将来の要件とユースケ
ース、および重要な機会の市場規模と顧客
セグメントを理解し特定することが含まれ

ます。エコシステムのパートナーとのバリュ
ーチェーンにおける通信事業者の役割も考
慮する必要があります。NSのビジネス戦略
の決定は、さまざまな機会の経済的および
技術的な実行可能性を評価することから始
まります。そのためには、主に次の三つの疑
問に答える必要があります。 
1. どの業界とユースケースが最大の可能性
を秘めているか。

2. ユースケースを実現するための技術的要
件は何か。

3. TCO（Total Cost of Ownership）を定量化
し、ビジネスケースの実行可能性を判断
する最善の方法は何か。

ターゲットとなる業界と
ユースケースを定義する

Top 10 industry segments report2では、
スライシングで収益が上がる見込みの最も
高い分野を概説しています。通信事業者が
NSの収益化に取り組むうえで非常に重要
な点は、自社の市場に最も関連するセグメ
ントを定義し、そのニーズと課題に関する
十分な知識を構築して、一貫したGTM（Go-
To-Market）モデルを開発することです。

GTMモデルには、業界セグメントと顧
客セグメント間の優先順位付けと、ユー
スケースのターゲット設定が含まれます。
既存のパートナーと共に潜在的なユース
ケースのマッピングを始めることは容易
なので、このプロセスでは現在の顧客と
の関係を活用することをお勧めします。こ
れはまた、より迅速な収益化が可能な市
場機会を優先することにもなります。 

ネットワークスライシングは、5Gネットワーク投資を企
業分野と消費者分野で収益化する巨大な可能性を持つ
数十億ドル規模の市場です。今回のレポートでは、ネット
ワークの機能を設計・構築し、組織を整えて、ネットワー
クスライシング関連ビジネスに大きく食い込むための道
筋をご案内します。

1エリクソンとADLによる研究「Network slicing: A go-to-market guide to capture the high revenue potential」
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選択したユースケースを実
現する技術要件を定義する
次に現在のネットワーク機能を評価し、
選択したユースケースの実現可能性を判断
し、ネットワークを進化させる要件を決定し
ます。
公共ネットワーク、モバイル公共NS、専
用プライベートネットワーク、ハイブリッド
ネットワーク（モバイル公共NSと専用プ
ライベートネットワークの組み合わせ）な
ど、ターゲットのユースケースを可能にす
るテクノロジーの評価から始めることを
お勧めします。今日の多くの大規模企業に
は、イーサネットLANやWi-Fiのようなプラ
イベートネットワークが構内にあります。
ユースケースには、地理的条件やネット
ワークトポロジーに依存した要件もありま
す。技術的には、サービスが工場や病院、都
市などの企業の構内でローカルに使用さ
れている場合と、コネクティッドカーや電力
網などより広い地域で使われている場合
で、ユースケースは異なります。

NSには、スライシングの効率的な導入に
必要なすべての機能を提供する5G SAネッ
トワークが必要です。クラウドネイティブと
して構築された5Gコアアプリケーションと
そのSBA（Service-Based Architecture）に
より、分散型のエッジコンピューティングベ
ースのアーキテクチャーによる導入が可能
になります。さらにURSP（User Equipment 
Route Selection Policy）機能などを使
い、UE（User Equipment）のサポートと動的
NS選択のためのマルチスライスを実現しま
す。スライシングのユースケースのほとんど
を満たし、特別にカスタマイズされた接続性
を提供して、スライス内およびスライス間の
リソース割り当ての動的な最適化とサービ
ス差別化を可能にするには、5G RANとトラ
ンスポートネットワークでのスライシングの
サポートも必要です。

NSとは、異なるネットワークコンポーネ
ント上の機能の単純な有効化を越えて、
ネットワークを論理的に隔離することと定
義できます。ネットワークスライシングの導
入、運用、ライフサイクル管理には、適切な
オーケストレーションが必要であり、さま
ざまなSLA（Service Level Agreement）を
満たすサービス特性を常に確保しておく
必要があります。
したがってOSS（Operations Support 

S y s t e m s）、B S S（B u s i n e s s  S u p p o r t 
System）、デバイスやアプリケーションの開
発者といったその他のエコシステム要件と
準備状況も評価する必要があります。

ビジネスケースの実行可能
性を検証する

NSの戦略を定義する第3段階では、商業
性に関するGTM要件を探求します。これに
はダイレクトなB2B／B2CとB2B2Xのどち
らのアプローチを選択するかの判断も含
まれます。今後必要なイネーブラーの種類
の判断に役立つように、スライシング製品
のロードマップを確立する必要があります。
価格戦略は、コストベースではなく価値ベ
ースに修正しなくてはなりません。
通信事業者と企業の間で価値ドライバ
ーを検証し、インプットを共有して互いの事
業上のメリットを見積もるために、ネットワ
ークTCOと照らした価値提案の分析を行う
必要があります。

ネットワークスライシングの
運用に備える
大規模な運用と商業化の準備ができて
いなければ、商業化戦略と技術戦略が失敗
するリスクがあります。

NSの要件をオンデマンドで管理するため
には、BSSとOSSの緊密な相互運用が必要
であるため、この準備を見過ごすことはで
きません。

NSを大規模に管理するには、働き方の柔
軟性を高め、組織内のバーティカル機能を
強化し、プロセスを自動化するために、アジ
ャイルやDevOps分野の能力を構築する必
要があります。これには適切な計画とある
程度の組織変革が必要であり、それにはし
ばし時間がかかります。だからこそ技術計
画や事業計画と並行してこの準備を開始す
る必要があります。
また運用中は、適切なネットワーク仕
様が必要に応じて確実に提供されるよ
う、SLAの監視と継続的なライフサイクル管
理が不可欠です。

2 Top 10 industory seguments report（エリクソン）

スライシングは、ネットワークの導入
と提供の在り方に根本的な変化をも
たらします。通信事業者がNSを導入、
管理、販売するための組織を準備す
るニーズは高くなっています。



4 エリクソン | ネットワークスライシングのトランスフォーメーションの旅

複数の段階を要するネットワーク
スライシング

NSビジネスの道のりは段階を経ていく
背景には、商業的な面と技術面の両方があ
ります。商業的な面にはローカル市場の需
要、エコシステムの準備状況、ユースケース
の拡張性、法的要件に依存します。技術面
はデバイスの成熟度、E2Eソリューションの
準備状況、およびローカルシステム統合の
成熟度に依存します。 
   

NS収益化の取り組みには、主に次の三
つのステップがあります。
• 事前構成スライシング
• 動的スライシング
• 公開スライシング

通信事業者がネットワークでNSを実現し、その可能性を
模索することは、定義したビジネス戦略とネットワーク
機能に依拠する複数の段階からなる事業です。この取り
組みはNSのユースケースの主要な価値提案としてのネ
ットワーク接続から始まり、その後エコシステム内でビ
ジネスを拡大することで、バリューチェーンからより多く
の利益を得ることにつながります。

事前構成  
ネットワークスライシング

動的 
ネットワークスライシング

公開  
ネットワークスライシング

• トライアルと限定的な導入
• 通信事業者主導の需要

•  国内またはグローバルでの本
格的な導入 

• エコシステム主導のデマンド

• 国内またはグローバルでの本格的
な導入
• 革新的なビジネスモデル

商業的成
熟度

• 5G SAにより実現
• 手動展開、拡張性、再現
可能性

• E2Eソリューションの検証が必
要
• 展開、運用、拡張における高度
な自動化

• E2Eでのソリューション検証が必要
• 企業やアグリゲーターなどサードパ
ーティがAPI経由で管理するスライス
パラメーターによる高度な自動化

技術的成
熟度
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事前構成ネットワークスラ
イシング
ほとんどの通信事業者は、事前に構成さ
れたネットワークスライシングから取り組み
を始めます。これは通信事業者が大きな投
資やリスクなしに技術を公開し、エコシステ
ムと市場需要を試験できるようにする、一
連の商業的および技術的資産を意味しま
す。
商業的な観点からは、事前構成された
ネットワークスライシングは、大きな市場
需要やエコシステムの準備を必要としませ
ん。この段階は主に通信事業者によって推
進されます。通信事業者は、選定したエコ
システムパートナーと積極的に連携し、特
定の業界向けの5G SAの価値を示し、初期
のビジネスモデルを試験します。これは当
然ながらNSの収益化にとっては制約とな
りますが、通信事業者にNSのさまざまな可
能性をより自由に探求する機会を与えるも
のでもあります。
通信事業者にとっては、事前構成された
ネットワークスライシングを実行すること
で、組織をスケールアップするリスクが軽減
されます。この段階では、運用の範囲はトラ
イアルと小規模な導入にとどまり、スライシ
ング事業のための別の商用運用チームを
必要としません。
技術的な観点からは、事前構成済み
のNSは、デバイスや5G SAネットワーク

に高度な機能を要求しません。最低限必
要なのは、5GCとNRがNSSMFをサポート
し、RRP（Radio Resource Partitioning）な
どの基本的なRAN機能を装備可能である
ことです。モバイルデバイス側には、より精
細なトラフィック処理機能を提供するURSP
やL4Sなど、普及しつつあるいくつかの機能
が適用できます。事前構成されたNSの欠点
は、技術的なソリューションを統合、展開、
運用、拡張するためには、大幅なマニュアル
作業が必要になることです。

動的ネットワークスライシ
ング
見込み顧客に5G SAの価値を示し、エコシ

ステムを試験し、ビジネスモデルを試行した
通信事業者は、次の段階である動的NSに進
むための前提条件が整っています。
動的ネットワークスライシングは、技術的

な観点からは、展開、運用、拡張性において
高度な自動化を備えた技術的ソリューショ
ンを意味します。ここでの焦点はデバイスの
機能や基本的な5G SA機能から離れ、インフ
ラ、アプリケーション、トランスポート、サービ
スのオーケストレーションと保証を含む、ドメ
インをまたいだNSと関連サービスの動的な
オーケストレーションに移ります。
動的NSは自動化の度合いが高いので、

ユースケースのグローバルな再利用性が高

まります。つまり多くの通信事業者は異な
る地域で同様のユースケースを開始できま
す。
この段階に至った通信事業者は、顧客、
エコシステムのパートナー、スライシングビ
ジネスに関連する収益化モデルをより明確
に把握できます。

URSP（User equipment Route 
Selection Policies）は、ネットワーク
スライスを使うときに、デバイスのト
ラフィック操作とサービスの分離を
可能にするメカニズムです。

L4S（Low Latenc y,  Low Loss 
Scalable Throughput）は、キュー遅
延問題を軽減し、高いスループット
性能でインターネットプロトコルフ
ローの低遅延性を保証する技術で
す。
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これらのコンポーネントが導入されると、
スライシングビジネス市場の需要は、通信事
業者よりもエコシステムが推進するようにな
ります。つまりエコシステムのプレイヤーが自
己のビジネスにおける5G SAの価値を認識
し、具体的なユースケースに応えるために、
通信事業者とのパートナーシップを模索し始
めることになります。
さまざまなパートナーとの多様なビジネ

スモデルに加え、エコシステムのプレイヤー
からのデマンドが増えることで、通信事業者
は、NSビジネスに特化した事業体を創成する
必要に迫られることでしょう。   

公開ネットワークスライシ
ング

NS収益化の旅の3番目となる重要な段
階は、NSを公開することです。通信事業者
は、APIを介してネットワーク属性をエコシス
テムのプレイヤー（アグリゲーターや企業）に
公開することで、より革新的なビジネスモデ
ルにフォーカスします。
商業的な観点から見ると、公開ネットワー

クスライシングは、明確な市場需要、堅牢な
エコシステムの協力、拡張可能なビジネス
運用など、前の段階で通信事業者が実装し
た機能に基づいて構築されます。公開された
NSの追加の商用機能は、たとえばNSや関連
サービスを外部で管理する新たなビジネス
モデルといった、具体的なネットワークサー
ビスエクスポージャーのビジネスシナリオに
よって定義されます。
技術的な観点から見ると、公開されたNS

は、エクスポージャーレイヤーの拡張による
動的スライシングソリューションからネット
ワーク属性とサービスのパートナーへの公
開に至るまで、技術的なイネーブラーに大き
く依存します。これらの属性の典型的な例と
しては、ネットワークスライスのライフサイク
ル管理、QoS（Quality of Service）管理、デバ
イスのオンボーディング、オフボーディングな
どがあります。
ただしすべての通信事業者がこの方向に
進むとは限りません。それは通信事業者のビ
ジネス戦略と、バリューチェーンにおいて望
むポジションに依存します。またネットワーク
サービスのエクスポージャーの収益化は、地
域のエコシステムの需要と市場の成熟度に
強く依存することになるでしょう。

図1：ネットワークスライシングの段階的収益化の道筋

一般的なスライスタイプ
（例:eMBB、uRLLC、mIOT）

先駆的な顧客向けの初期のユー
スケース、運用拡張性の制限

ネットワークスライシングの自動化

第1段階 
事前構成スライシング

第2段階
動的スライシング

第3段階 
公開スライシング

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
ラ
イ
シ
ン
グ
の
収
益

ユースケースタイプ

スライシング属性の公開によるチ
ャネルおよびパートナー管理に
基づく高度なユースケース

商品化

ネットワークスライシング属性の制御
の公開に焦点を当てた最も高度なソリ
ューション

ほとんどのユースケースを大規模に収
益化するE2E自動化に焦点を当てた成
熟したソリューション

初期ユースケースを調査するために事前
設定された構成に依存する導入期のソリ
ューション

エクスポージャーに関するビジネ
スモデルを活用した新しいユー
スケースの探求

特定の顧客のニーズに合わせて
設定されたネットワークスライス
タイプ

自動化と成熟した商用モデルを使
い、選択したユースケースをより多
くの顧客に拡張
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実例:
モバイルクラウドゲーム

モバイルクラウドゲームは、クラウド上で
レンダリングが行われ、コンテンツがゲー
ム機にストリーミングされるクラウドゲーム
を、モバイルデバイスに拡張したものと定義
できます。つまりモバイルクラウドゲームの
プレイは、Wi-Fiではなく5G接続を使う屋外
プレイヤーがベースとなりれます。

モバイルクラウドゲームのバリューチェー
ンは、次の四つのアクターに絞り込むこと
ができます。
• ゲーム開発会社とパブリッシャー  
（例:Niantic、Ubisoft、任天堂、EA）

• ゲームプラットフォーム（例 : S o n y P S 
Plus、Xbox Live、Blacknut、GeForce 
Now）

• 接続プロバイダー（例:通信事業者）
• デバイスメーカー（例:サムスン、アップル、
シャオミ）

クラウドゲームは、先進的なグラフィック
スとゲームプレーでプレイするための要件
が民主化されたことにより、主要な市場で
あるAPECと北米で指数関数的に成長して
います。

ネットワークスライシング収益化の道筋を示すモバイル
クラウドゲームのユースケース

図2：モバイルクラウドゲームのエコシステムの概要

ゲーム開発者とパブ
リッシャー

ゲームプラットフォーム 接続プロバイダー デバイスメーカー

N i a n t i c、E A、Te n c e n t、 
任天堂、Hatch、Unreal Eng-
ine、Activision Blizzard、U-
bisoft

PlayStation、Blacknut、 
Xbox、GeForce Now、Uni-

ty、任天堂

エリクソン、V o d a f o -
n e、A t & t、Te l e f o n i c a、-
Du、NTTドコモ

サ ム ス ン、アップ ル 、 
ファーウェイ、O n e P l u s、 
シャオミ

体 験 重 視 のゲーム 
シンプルかつ柔軟に収
益化できる高度なゲー
ム（ライブ、マルチプレイ
ヤー、パーソナライズ、
高品質、高信頼性ゲー
ム機能／サービス）を
実現

ゲームプレーの民主化 
高度なゲーム開発と設
計ツールを使えるよう
にすることで、デバイス
やネットワークに依存
しない新しいゲームプ
レーの可能性を開く

モバイルクラウドゲームのエコシステム

エコシステムにおけるCSPの潜在的役割

既存のデバイスエコ
システムをサポート 
様々なデバイスとフォー
ムファクターで、ネット
ワークに依存せずに、
ユーザーによるスムー
ズで信頼性の高いゲー
ムプレーを実現

今日のCSPのエコシステムにおける役割

モバイルゲームを可能
にする接続性を提供 
テイラーメードのスライス
でモバイルクラウドゲー
ムにおける顧客ニーズに
対応し、APIを介してネッ
トワーク機能を公開し、
接続を監視・管理
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事前構成のネットワークス
ライシングを使ったモバイ
ルゲーム
事前構成されたネットワークスライスを
使うことで、モバイルクラウドゲームを、通
常は公園やモールなどの限られた地理的
領域において携帯電話機でプレイするゲー
マーのための性能ブースターとして実装し
ます。一般的なユーザー体験として、購入後
の限定された時間に、低遅延性の向上が実
現します。
単独のエコシステムパートナー（ゲーム

プラットフォーム）だけで、事前構成のネッ
トワークスライスを使ったモバイルクラウド
ゲームが実現できます。 

クラウドゲームが5G SAの能力を示し、顧
客にとっての価値が明確になれば、商用化
に向けた次に重要な要素はビジネスモデ
ルです。ビジネスモデルは、通信事業者がス
ライスベースのデータプランを消費者に販
売するB2C、またはゲームプラットフォーム
がゲームのアドオンとして5Gスライスベー
スのデータプランを再販するB2B2Cのいず
れかになります。ビジネスモデルの選択は、
価格感応度、共同マーケティング、通信事業
者とゲームプラットフォームのインテグレー
ションなど、様々な要因に依存します。最も
単純なビジネスモデルは、顧客にとって二
つのトランザクション（ゲームプラットフォー
ム計画と性能向上）があるB2Cです。より複
雑なビジネスモデルとしては、アプリ内購入
として性能向上を提供するバンドル提案が
あります。

動的ネットワークスライシ
ングによるモバイルゲーム
動的NSを使うことで、新しいデバイスを動

的にオンボーディングしたり、外出先でQoS
パラメータを動的に変更したりできます。モ
バイルクラウドゲームの消費者は、低遅延性
とゲーム進行を保ったまま、たとえば電話機
からタブレットへいった具合に、一つのデバイ

スから別のデバイスに切り替えることができ
ます。ゲーマーがあるエリアから別のエリア
に移動した場合（たとえば公園からオフィス
へ）、より混雑した環境に入っても同様の低
遅延性が維持されます。

NSスライシングの最初のビジネスモデル
の選択は、事前構成のNSの事例と同じです。
エコシステムのパートナーがより強くなり成
熟すれば、たとえばゲームプラットフォームの
加入と性能向上を一体化するなどのより高
度なビジネスモデルが出現するかもしれませ
ん。
技術的な観点から見ると、動的NSでは

エコシステム内の全アクターをまたいだ
E2Eでのソリューション検証が必要になる
場合があります。エコシステムの代表的な
プレイヤーにはデバイスメーカー、接続プ
ロバイダー、ゲームプラットフォーム、ゲー
ムパブリッシャーなどがあります。
まとめると、動的NSには、モバイルクラウド
ゲームのユースケース収益化への道を開く、
高度なビジネス・技術イネーブラーが含まれ
ています。通信事業者は、事業規模、エコシス
テムパートナーの数、ビジネスモデルの複雑
さに応じ、専用の運用チームによるスライス
ビジネスの運用拡大を検討することになるで
しょう。 

NSの真の価値は、顧客がかかえる
課題に5G SAの機能がもたらし得る
能力を結びつけることにあります。
つまりゲームプラットフォームと通信
事業者にとっては、5G SAと他のアク
セステクノロジー（例:Wi-Fi）を比較
し、5G SAの価値を最終顧客に説明
することが行うべき主なタスクとな
ります。
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ネットワークスライスを公
開したモバイルゲーム

NSの公開は動的NSの拡張であり、APIを
介して外部呼でネットワークパラメーターを
制御することフォーカスしてネットワーク属
性を外部に公開します。
公開されたNSの価値をエコシステムの
観点から見ると、モバイルクラウドゲームの
例で言えば、モバイルクラウドゲームのユー
スケースを創成し消費する新しい方法を探
求できる点にあります。
たとえばゲーム開発者やパブリッシャー
は、ライブ、マルチプレイヤー、パーソナライ

ズされた高品質で信頼性の高いゲームサー
ビスを含む高度なゲーム体験を、簡素かつ
柔軟な収益化によって消費者に提供できま
す。ゲームプラットフォームは、高度なゲー
ム開発および設計ツールを使い、デバイス
やネットワークに依存しない新しいゲーム
プレーの可能性を開くことができます。エン
ドデバイスのメーカーは、ネットワークに依
存しない方法で消費者によるスムーズで信
頼性の高いゲームプレーを保証し、多様な
種類のデバイスとフォームファクターで既存
のデバイスエコシステムのサポートを拡張
できるかもしれません。
公開されたNSは、モバイルクラウドゲー

ミングのエコシステム内での深い協力を必
要とし、ビジネスと技術面で動的NSのコン
ポーネントが準備されて初めて達成できま
す。
ユースケースの収益化として、公開され
たNSは、モバイルデバイスによる一般的な
ゲームプレーに加え、5G SAゲーマー用ライ
ブARフィルター、共有ゲームプラットフォー
ムによるマルチ通信事業者体験、ソーシャル
メディアのフォロワーへのゲーム配信など
といった新しい顧客体験のイネーブラーと
なるでしょう。

図3：モバイルクラウドゲームのビジネスモデル
サービスの流れ
お金の流れ

通信事業者

ゲームプランのアップ
グレード

ゲーム加入
ゲームプラット
フォーム

ゲーマー

通信事業者がクラ
ウドゲームパッケ
ージを5G+スライ
シングデータプラ
ンで再販

5Gゲーム
バンドル

B2C B2B2C

通信事業者

ゲームプランのアップグ
レード

ゲーム/開発プ
ラットフォーム

ゲーマー

ゲーム内
アップグレ
ード

ゲーム内
アップグレ
ード

開発者が5 Gスラ
イシングデータプ
ランをゲームのア
ドオンとして再販

開発者がゲーム
と統合された5G
スライシングバン
ドルプランを再販

通信事業者

ゲームプランのアップ
グレード

ゲーム/開発プ
ラットフォーム

ゲーマー

ゲーム加入
アプリとストリームゲームをダウンロードするすべてのユ
ーザーは、QoS用のtelcoスライスにアクセス可能

プレミアム提案

バンドル提供

収益化モデル

ゲーム加入
プレミアムアップグレードパッケージを消費

者向けアプリ内/ゲーム内に直接提供

通信事業者

バンドル提案

ゲームプラット
フォーム

ゲーマー

データプラ
ンのアップ
グレード

通信事業者が5G+
スライシングデー
タプランを消費者
に販売
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E2Eのネットワークス
ライシングの基本的な
構成要素

NSソリューションをセットアップするに
は、異なるネットワークドメイン上にいくつ
かの機能が必要です。これをE2E NSアーキ
テクチャーのビルディングブロックと呼ぶこ
とにしましょう3。この章では、最も直接的に
関連する領域について簡単に説明します。

OSSとBSS
OSSとBSSは、OSS/BSSを介してネットワー

クに、またはその逆方向にリアルタイムで情
報が流れるように緊密に統合され、協調して
動作する必要があります。OSSとBSSは契約
に従ってSLAを管理します。これにはビジネス
ポリシー、SLAの達成、運用に基づく保証とア
ナリティクス機能が必要です。特定のKPIとそ
れらを監視する方法の両方がスライスごとに
異なるため、カスタマイズの必要性は高くな
ります。
オーケストレーションにより、必要なすべて

のNF（Network Functions）のインスタンス化
とプロビジョニングを含め、ネットワーク上の
オーダーからアクティブ化までの全ステップ
の自動化が可能になります。

たとえばSLAを満たす構成を生成して各セ
ル構成を自動的にプロビジョニングすること
で、全セルサイトを自動的に構成し、特定の
ユースケースを実現できます。SLAを満たして
動作条件に対応するために、ポリシーとNFの
選択は、スライスの負荷とサポートされるス
ライスの数に適応されます。
ユースケース、展開、ビジネスモデルが多
様化するにつれて、OSSとBSSレイヤーのアク
ションをカスタマイズして反復できるようにす
る必要があります。これにより、テンプレート
とポリシーに従ってアクションがオーダーさ
れるモデル／インテントドリブン型アプロー
チの導入が促進されます。SLAを反映したこ
れらのテンプレートは、NFの展開と、システム
機能、構成、ポリシーをオーケストレーション
するために使われます。これはスピードとコス
ト効率のために不可欠です。

API経由でNS属性の制御を公開すると、チ
ャネルやパートナーの管理に基づく高度な
ユースケースが可能になることで、企業やア
プリ開発者に、サービスに影響を与え監視す
るための機能が提供されます4。 

適切に設計されたネットワークスライシングソリューショ
ンの開発には、数多くのアプリやサービスの多様なニー
ズを満たす柔軟で効率的で安全なネットワークインフラ
を構築するために必要な、さまざまな構成要素を考慮し
た統合的なアプローチが必要です。

4詳細は、Unlocking 5 G opportunities with network 
slicing and OSS/BSS in Business and Operations 
Support Systems eBriefを参照

3詳細はThe essential building blocks of E2E 
network slicing paperを参照

コア
5Gコアネットワークには、3GPP定義の

ネットワークスライシングのイネーブラーが
多数あります。通信事業者はこれらによ
ってネットワークをセグメント化し、特定
のサービスをサポートする専用または
共有のユーザプレーン、コントロールプ
レーン、データ層N Fを割り当て、単一の
共通インフラ上で異なるサービスタイプ
の複数の論理ネットワークを展開できま
す。またスライス上にUEを動的に配置し
て、定義されたポリシーに従ってスライ
ス間でトラフィックを誘導し、単一のデバ
イスでQ o Eを最大化しするU R S Pのよう
な機能も含まれます。UPF（User Plane 
Function）は、分散型展開によって低遅
延性を保証する、スライス専用の最も価
値のあるNFです。これによりユーザーの
データトラフィックを、顧客の施設の近く
にとどめることができます。
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トランスポート
特定のネットワークスライスまたはネット

ワークスライスのグループからのトラフィック
は、適切な識別子を使ってトランスポートリ
ソースにマッピングし、スライスまたはグルー
プに必要なSLAを満たす必要があります。ト
ランスポートドメインにはネットワークスラ
イシングのユースケースをサポートするため
の複数のイネーブラーがあり、使うイネーブ
ラーを選択する際には、トランスポートイン
フラの機能と容量を考慮することが重要で
す。IP-MPLS、SR-MPLS、SRv6ベースの
VPN、差別化サービスといった標準的なト
ランスポートサービスを使うネットワーク
スライスまたはそのグループのユースケー
スの大部分については、QoSの原理がトラ
ンスポートドメインで適切なサポートを提
供します。複数の内部トラフィッククラスを
持つネットワークスライス（またはグルー
プ）の場合、トランスポートエッジノードで
のH-QoSの使用が有益です。URLLCサー
ビスなど、非常に特殊なSLA要件を持つネ
ットワークスライス（またはグループ）の場
合、トランスポートネットワークが複数の
パスで構成されているときは、トラフィック
ステアリング原理の追加が必要になるか
も知れません。

リソースを送るための効率的なネットワー
クスライスマッピングと、複数のトランスポー
トドメインにわたるSLAの実行を確保するた
めに、RANとコアの管理ドメインに接続され
たSDNコントローラーとトランスポートオー
ケストレーターを使ったトランスポートドメイ
ンの管理とオーケストレーションが推奨され
ます。

RAN
RANスライシングは、RANにおけるリ

ソース管理とオーケストレーションにお
いて、E 2 Eでネットワークスライシング
のサポートを強化する上で重要な役割
を果たします。これによって、無線リソー
ス割り当てとスライス内・スライス間の
サービス差別化を動的に最適化するこ
とで、SLAの達成を保証します。
無線リソース管理のQoS実装における
重要な機能領域は、LA（Link Adaptation）
とスケジューラーの設定、無線リソースの
パーティショニング、アドミッション制御で
す。これらの領域でスライスを意識するこ
とで、トラフィック条件に応じて使用可能な
リソースを割り当て、さまざまなトラフィッ
クカテゴリーのサービス性能要件を満た

すことができます。
またRANのネットワークスライシング
は、特定のネットワークの性能や、各ネット
ワークスライスのリソース使用率のレベル
を確認可能な詳細な可観測性を提供しま
す。このようなレベルの可観測性は、効果
的なネットワークスライシングのオーケス
トレーションにとって重要です。

課金、メディエーション、公開

マルチドメインサービスオーケストレーションと保証

サービスインベントリ―と共通のトポロジー

スライスA

スライスA

スライスB

スライスC

スライスD

図4：ネットワークスライスの構成要素:概要図
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まとめ

NSを支えるユースケースとエコシステム
が立ち上がりつつあります。収益の大半は、
医療、政府、運輸、エネルギー・公益事業、製
造、メディア、エンターテイメントなどの業界
からもたらされると予想されています。
ビジネスの観点から見ると、NSはサー
ビスの設計と展開に新しい見方と考え方
を導入し、高いレベルの自動化によって
TTM（Time- To-Market）を短縮し、提供さ
れるサービスの価値を高めて5Gサービス
を収益化するカギを握っています。
しかしその段階に達するためには、現在
と将来の要件とユースケースを理解・特定
し、重要な機会の市場規模の把握とその後
の顧客のセグメント化を含む、NS促進の道
筋の指針となる強固なビジネス戦略を定義
することが必須となります。エコシステムの
パートナーとのバリューチェーンにおける
通信事業者の役割も考慮する必要があり
ます。

NSビジネス戦略を定義する際には、次の
三つのステップを検討することをお勧めし
ます。

大規模運用と商業化の準備ができてい
なければ、商業戦略と技術戦略が失敗する
リスクがあります。NSの要件をオンデマンド
で管理するためには、BSSとOSSの緊密な
相互運用が必要で、この準備を怠ることは
できません。

複数の段階を要するネット
ワークスライシング
ネットワークでNSを実現し、そのビジネ

ス上の可能性を探ることは、商業面と技術
面の両方に導かれる、複数の段階からなる
取り組みとなるでしょう。商業面は、ローカ
ル市場の需要、エコシステムの準備状況、
ユースケースの拡張性、法的要件といった

点に影響されます。技術面は、デバイスの成
熟度、E2Eソリューションの準備状況、ロー
カルシステムのインテグレーションの成熟
度に影響されます。 
   

E2Eネットワークスライシン
グに必須の構成要素

NSソリューションをセットアップするに
は、異なるネットワークドメインに複数の
機能が必要です。これらをE2E NSアーキ
テクチャーの構成要素と呼ぶことにしま
しょう5。これらはハイレベルでドメインご
と、OSS／BSS、コア、トランスポート、5G 
RANに分けることができます。

• OSS／BSS:ここでのイネーブラーはSLA
契約に関連しています。これにはビジネ
スポリシー、SLAの達成、運用に基づく
保証とアナリティクス機能が必要です。
特定のKPIとそれらを監視する方法の両
方がスライスごとに異なるため、カスタ
マイズの必要性が高まります。このドメ
インのオーケストレーション機能は、すべ
てのステップの自動化を実現します。NS
の収益化もこのドメインで行われます。 

• コア:5Gコアネットワークには、3GPPで
定義されたネットワークスライシングの
イネーブラーが数多くあります。通信事
業者はこれらによってネットワークをセ
グメント化し、専用または共有のユー
ザプレーン、コントロールプレーン、デー
タレイヤーのNFを割り当てて、特定の
サービスをサポートし、単一の共通イ
ンフラ上に異なるサービスタイプの複
数の論理ネットワークを展開できます。 

• トランスポート：単一のネットワークス
ライスまたはそれらのグループからの

好機が到来しています。増え続け複雑化している消費者
と企業の需要に新しい価値を提供する5Gサービスを収
益化する、ネットワークスライスによるトランスフォーメー
ションの旅に備えてください。

1. ターゲットとするバーティカル業界
とユースケースを定義する

2. ユースケースを実現する技術要件
を定義する

3. ビジネスケースの実行可能性を検
証する

NSの収益化には主に次の三つの段
階があります。
• 事前構成によるスライシング
• 動的スライシング
• 公開スライシング

トラフィックは、適切な識別子を使っ
てトランスポートリソースにマッピング
し、スライスまたはグループに必要な
SL Aを満たす必要があります。トランス
ポートドメインにはNSのユースケース
をサポートする複数のイネーブラーが
あり、使用するイネーブラーを選択す
る際には、トランスポートインフラの機
能と容量を考慮することが重要です。 

• RAN： RANスライシングは、RANにおける
リソース管理とオーケストレーションにお
いてE2Eでネットワークスライシングのサ
ポートを強化する上で重要な役割を果た
します。これによって、無線リソース割り当
てとスライス内およびスライス間のサービ
ス差別化を動的に最適化して、SLAを保
証します。

ネットワ ー クスライ シン グ は 、
企 業 向 け と 消 費 者 向 け の 両 方
で、e M B B（ e n h a n c e d  M o b i l e 
Broadband）を超えて5Gネットワークへ
の投資を収益化する大きな可能性を提供
します。この段階的な道筋を認識し、ネッ
トワーク機能を構築し、各段階を最大限
に活用できるように組織を準備した通信
事業者こそが、関連するビジネスの大部
分を獲得することでしょう。

5 詳細はThe essential building blocks of E2E network slicing paperをご覧ください。

https://foryou.ericsson.com/eso-network-slicing-e2e-paper.html
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用語

5GC 5G Core

APN Access point names 

CaaS Container as a service 

CN Core network

DC Data center

DNN Data network name 

EPC Evolved Packet Core 

MANO Management and orchestration 

MBB Mobile broadband 

NF Network function

NR New Radio

NSA Non-standalone

PNF Physical network functions

QoS Quality of service 

RAN Radio Access Network 

RRP Radio resource partitioning 

S-NSSAI Single-network slice selection assistance information

SA Standalone

SLA Service level agreement 

TCO Total cost of ownership 

UPF User-plane function 

WAN Wide area network
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